
様 式 １

自 然 公園 等 事業 の 事後 評 価表

事 業 名 ： 東 北 自 然 歩 道 （ 男 鹿 半 島 の み ち ） 整 備 事 業 事 務 所 名 等 ： 秋 田 県

事 後 評 価 年 度 ： ２ ５ 年 度

新 規 採 択 年 度 ： ２ ０ 年 度 完 成 年 度 ： ２ ０ 年 度

計 画 額 ： ２ ７ ， ０ ０ ０ 千 円 実 行 額 ： ２ ７ ， ０ ０ ０ 千 円

事 業 概 要 事 業 目 的 ： 男 鹿 半 島 を 縦 断 す る 「 な ま は げ の 里 を た ど る 道 」 は 、 春 に は ” お 山 掛

け ” と 称 し 、「 な ま は げ 」 が 暮 ら し て い た 寺 社 を 訪 ね 歩 き 、 地 域 の 五 穀

豊 穣 、 人 々 の 無 病 息 災 を 祈 願 す る 行 事 が 盛 大 に 行 わ れ て い る 。 し か し 、

そ の 道 は 険 し く 、 雪 解 け や 降 雨 等 に よ り 、 歩 道 や 標 識 等 の 荒 廃 が 進 ん で

い る こ と か ら 、 こ れ を 解 消 す る た め の 施 設 整 備 を 行 う 。

事 業 場 所 ： 男 鹿 市 船 川 港 本 山 門 前 ほ か

構 造 ・ 規 模 等 ： 木 道 工 ７ ３ ｍ 、 木 製 階 段 工 ２ ５ ９ ｍ 、 ベ ン チ 取 替 工 ３ 基 、 案 内 標 識

取 替 工 ６ 基 、 既 設 柵 補 修 工 １ ６ １ 本 、 既 設 柵 撤 去 工 ８ ５ 本 、 立 入 防 止

柵 工 ５ ３ ９ ｍ 、 路 面 排 水 工 ６ 箇 所 、 路 面 整 正 工 ２ 箇 所 、 既 設 石 段 撤 去

工 ２ 箇 所

評 価 結 果 対 比 費 用 便 益 分 析 指 標 活 用 型 評 価 備 考

新 規 採 択 時 評 価 ９ ． ４ ３ １ ３

事 後 評 価 ６ ． ９ ９ １ ３

視 点 内 容

費 用 対 効 果 分 析 及 び 指 標 利 用 者 の 減 少 に よ り 費 用 便 益 費 は 減 少 し た 。 指 標 活 用 型 評

実 活 用 型 評 価 要 因 の 変 化 価 に つ い て は 変 化 な し 。

績 事 業 効 果 の 発 現 状 況 歩 道 整 備 に よ り 、 利 用 者 の 安 全 並 び に 利 用 環 境 の 向 上 が 図

事 ら れ た 。

の

後 事 業 実 施 に よ る 来 訪 者 や 自 然 公 園 全 体 の 来 訪 者 の 減 少 に 伴 い 、 当 該 自 然 歩 道 の 利 用

確 周 辺 環 境 の 変 化 者 も 減 少 し た 。

評

認 Ｊ Ｒ 東 日 本 の デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン キ ャ ン ペ ー ン の Ｃ Ｍ 撮 影

価 社 会 経 済 情 勢 等 の 変 化 に 当 該 歩 道 の 起 点 と な る 五 社 堂 が 利 用 さ れ 、 認 知 度 が 高 ま

っ て い る こ と か ら 今 後 、 利 用 者 の 増 加 が 期 待 で き る 。

の

今 後 の 事 後 評 価 の 必 要 性 な し

必

施 要 改 善 措 置 の 必 要 性 な し

性

の 同 種 事 業 の 計 画 ・ 実 施 の な し

検 あ り 方 や 事 業 評 価 手 法 の

討 見 直 し の 必 要 性

１ 事 後 評 価 の 結 果 ：

ア . 効 果 の 発 現 が 十 分 で 改 善 措 置 の 必 要 性 が な い 。

イ . 今 後 時 間 の 経 過 と と も に 効 果 の 発 現 が 期 待 で き る た め 、 経 過 観 察 が 必 要 で あ る 。

ウ . 効 果 の 発 現 は 期 待 で き ず 改 善 措 置 の 検 討 が 必 要 で あ る 。

２ 上 記 １ の ウ .の 場 合 の 検 討 状 況 ：


